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の特徴を検討してみたい。

( 1 ) 火山灰土壌(静岡県富士火山灰土壌，普通畑は

隣接せる陸稲畑〉

この地域の土壌の断面形態は次のようである。

第1層 o '"'-'20cm，黒褐色，粗しような，細粒状の砂

壌土。

第2層 20'"'-'50cm，腐植に富み，第 1層よりやや濃い

黒色を呈し，ややち密な植壌土。

第3層 50cm以下，砂疎層，根が透過せず。

表2のようにこの種の土壌は，全体的に比重の小さい

組しような土である。一般理学的性質には，特に茶園土

壌に，それ特有の特徴はみられなかった。

化学的性質についてみると，一般にこの種の土壌は弱

酸性で，塩基に富む土壌であるが，未耕地土壌の状態か

らみると，漸次塩基が消耗し，酸性化が進行している。

茶園では，その特異な栽培管理により，この酸性化の

傾向がさらに助長されているとみられる。すなわち，茶

園土壌は強度の塩基の流亡を受け，強酸性化し，土壌中

の種々の成分含量も変化し，いわゆる熟畑化とは逆な方
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はじめに

茶樹は東北，北陸，山陰の各地方の一部の地域にも栽

培されているが，経済的作物として栽培されているの

は，第1表のように茨城県以西の大平洋岸である。瀬戸

内海沿岸の各県でも最近茶の栽培面積が若干増加してい

るが，各県ともその面積は 1，OOOha以下である。最近，

著しく栽培面積が増加した地域は九州で，特に鹿児島県

で大巾な増加である。

以上のように，茶樹は，関東よ

り西の寒い地域や雨の少ない地域

をのぞいては3 大方の地域で経済

的目的で栽培されている。大部分

の主要産地は台地や傾斜地に存在

する。また，茶園は地質的には洪

積層，沖積層，第三紀層，中生層，

古生層などのところに分布してい

るが，主要産地は洪積層，第三紀

層のところに多く分布している。

茶園の分布範囲は比較的広い

が，以下，主として静岡県の茶園

を中心に，その理化学的性質を検

討したい。

茶園土壌と他土壌との比較

元来，茶園は他作物を栽培しても，生産性が悪いとこ

ろに分布する場合が多い。したがって，茶園土壌は元

来，他作物の栽培に好適でない性質を持っていることが

多い。また，永年性作物であるので，同じ栽培管理が長

年繰返されているので，それが土壌の理化学的性質に影

響を与えていると考えられる。

以下，土壌別に茶園，普通畑，未耕地の各土壌の理化

学的性質を比較して，茶園土壌の理化学的性質について

第 1表府県別栽培

面積(昭和50年単位ha)
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い，微弱な細塊状の植壌土。

第 3層 44cm以下，援褐色，粘着性の強い，やや湿潤

な重植土。

第3表のように火山灰土壌

の場合と同様，一般理学的性

質は，畑別にあまり差異は認

められないが，茶園土壌は粘

土の溶脱，移行が他土壌に比

べて著しい状態であった。

化学的性質で茶園土壌が顕

著なのは，他土壌に比して酸

性化が激しし、こと，さらにこ

れに伴って塩基の欠乏，アル

ミニウムの活性度が高いこと

である。しかし，腐植化過程

にはほとんど差異がない。

(3) 第三紀層に由来する

向に進行していると考えられる。

第 2表火山灰土壌

畑別 層イ立 比重 最洛水大量 粘土 土性 腐植 炭素率 会 -'-N P H 
H20 KC.e 

茶 1 2.25 86.9% 17.0% CL 15.6% 14.2 0.63% 4.6 4.5 
国 2 2.17 96.3 12.6 SL 11.5 13.3 0.50 4.7 4.6 

3 2.41 66.0 8.7 LS 4.3 15.8 0.16 4.5 4.5 
普 1 2.22 71.6 17.0 CL 11.4 14.6 0.45 5.8 4.9 
通畑 2 2.33 72.2 13.5 SL 4.8 11. 9 0.24 6.2 5.3 

3 2.47 60.8 8.7 LS 2.0 5.0 0.02 6.2 5.4 
未 1 1. 91 95.3 13.0 SL 17.8 14.6 0.71 5.4 4.9 

耕f也 2 2.04 95.5 12.8 SL 16.0 15.9 0.58 5.2 4.9 
3 2.22 69.5 9.7 LS 4.8 11.8 0.24 5.7 5.1 

塩基置 置 換 '1生 塩基 吸収係数 水溶性 有効yl 
換容量 石灰 苦土 カリ 飽和度 窒素 リン酸 A.e リン酸

1 5.2 31. 8 m.e 3.0m.e 1.2m.e 1.5 m.e 17.8% 529 1923 0.23mg% Tr 
2 2.9 22.3 3.1 1.0 0.7 21. 7 546 2031 0.21 11 

3 1.4 8.4 1.1 1.3 1.2 43.0 475 1535 0.23 11 

1 0.3 27.8- 15.3 1.3 0.9 63.3 482 1856 0.18 11 

2 0.3 19.1 12.1 1.8 0.6 76.6 520 1627 0.17 11 

3 。9.5 5.4 0.5 0.5 67.7 455 1564 0.15 11 

1 0.8 31. 3 2.7 2.3 0.7 18.3 522 2428 0.27 11 

2 0.5 28.4 4.8 2.4 0.7 27.5 530 2148 0.25 11 

3 0.3 14.7 4.0 1.4 0.5 39.6 462 1393 0.15 11 
一市司...L._

(2) 洪積層に由来す

る赤黄色土(普通畑は麦

畑〉。

静岡県の台地茶園の大

部分はこの土壌からな

り，茶園土壌の断面形態

の概要は次のようであ

知!万IJ 層位 比重 最溶水大量 半占 ゴニ 土性 腐植 炭素率 全-N P H 
H20 KC.e 

茶i羽
1 2.24 53.0% 41.7% LiC 3.9% 11.7 0.19% 4.2 3.4 
2 2.60 60.2 23.7 CL 0.9 6.9 0.08 4.1 3.7 

通知日

3 2.52 58.2 51.4 HC 0.3 4.9 0.04 4.5 4.0 
1 2.12 62.8 38.4 LiC 4.2 9.6 0.25 5.3 4.1 
2 2.43 57.1 45.4 HC 2.4 7.7 0.18 4.6 3.9 

未耕I也

1 2.32 63.7 42.7 LiC 3.7 12.9 0.17 4.7 4.1 
2 2.45 61.3 54.9 HC 0.9 7.5 0.07 4.9 4.0 
3 2.64 52.6 54.2 HC 0.3 4.7 0.04 5.1 4.0 

塩容置 換基量
置換 tt :f:j;_ ~i長 l吸収係数 *i容性 有効

Yl 
石灰苦土カ J) 飽和度 議素リン駿 A.e リン園女

1 27.5 20.4m.e 1.6m.e 2.5m.e 0.5me 22.9% 407 840 0.18mg% 57.0mg% 
2 31.6 13.4 2.3 1.1 0.8 31.5 402 730 0.46 1.6 
3 12.0 14.4 8.9 2.2 0.6 80.8 392 1320 。 2.1 
1 7.6 24.1 11.4 1.2 0.7 55.4 438 750 。 16.1 
2 20.4 15.1 3.7 1.1 0.8 36.7 422 1120 。 1.1 
1 26.4 26.0 0.7 0.8 1.1 9.9 409 900 。 0.5 
2 26.0 15.3 0.4 1.0 1.5 18.4 420 1120 。 2.1 
3 24. 0.6 0.7 1.3 16.6 395 950 。日3

る。

第 1層 o，__，16cm，黒

褐色，小円礁を含み3 腐

植を含む，粒状の軽植

土。

第 2層 16，__，44cm，燈

褐色，粘着性のやや強

第

4
表
第
三
紀
層
に
由
来
す
る
黄
色
土

畑別 層位 比重 最溶水大量 粘土 土性 腐植 炭素率 全-N
P H 

H20 KC.e 
茶 1 2.56 64.4% 50.1% HC 4.6% 10.1 0.26% 3.8 3.4 
園 2 2.68 61. 7 56.6 11 1.3 5.5 0.14 3.9 3.8 

3 2.81 62.4 52.5 11 0.9 4.8 0.11 4.3 4.1 

普通畑
1 2.57 63.7 51.0 11 4.4 9.8 0.26 4.8 4.1 
2 2.71 61.1 51.0 11 2.5 7.4 0.20 5.0 4.1 
3 2.78 62.0 55.1 11 1.7 6.3 0.16 5.1 4.1 

未来J井也

1 2.51 69.9 51.2 M 2.7 11.2 0.14 4.9 4.2 
2 2.78 63.9 55.7 11 1.1 5.4 0.11 5.1 4.2 
3 2.77 65.2 55.9 11 0.8 4.5 0.10 5.1 4.1 

塩基置 置 換 '性 塩基 吸収係数 水溶性 有効
y， 

換容量 石灰 苦土 カ J) 飽和度 窒素 リン酸 A.e リン酸

1 72.9 29.4me 1.1m.e 0.4m.e 0.4m.e 6.3% 493 1155 0.3mg% 10.6mg% 
2 67.8 23.7 0.5 0.3 0.4 4.9 457 1168 0.2 0.3 
3 64.1 25.1 2.5 1.7 0.3 18.1 459 1172 0.1 0.5 
1 20.1 25.8 2.2 2.3 0.8 20.5 429 1132 0.1 10.7 
2 26.6 22.4 0.9 1.3 0.6 12.6 423 1075 0.1 0.5 
3 27.6 23.4 4.9 0.8 0.6 26.8 446 1153 0.1 0.8 
1 60.7 25.6 1.6 1.0 0.6 12.2 477 1145 0.1 0.3 
2 51.0 23.6 1.8 0.2 0.4 10.2 453 1145 0.2 0.1 
3 43.0 24.4 1.4 0.2 0.7 13.5 456 1143 0.1 0.1 
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黄色土(普通畑は麦畑〉

この土壌の茶園は，静

岡県ではそれ程多くはな

い。茶園土壌の断面形態

は次のようである。

第 1層 o，__，20cm，黄

褐色，粘着性のやや強い

重植土，発達の弱い粒状

構造。

第 2層 20，__，40cm，明

黄禍色，粘着性の強い，

ち密な重植土。

第 3層 40，__， 100cm， 

黄褐色，粘着性の強い，
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良質，多収茶の栽培と緩効性肥料

はじめに

従来3 茶の栽培農家では菜種かす，魚かす，骨粉など

の有機質肥料主体の肥培管理をし3 量的にもかなり多く

の肥料を施用して，収量，品質の向上を目指してきた。

しかし，有機質肥料は価格の高騰により入手が困難と

なり，多肥栽培についても，肥料の利用率の低下や，生

産費に占める肥料費が増大するなどの問題点が生じてき

た。また，経営規模を拡大するについては施肥の省力化

が必要なことから，肥料の種類，量を考慮した効率的な

肥培管理法が求められる。

このような状況下において，緩効性肥料の利用法につ

き，試験結果を交え論じてみたい。

有機質肥料との比較

従来から菜種かす，魚かす，骨粉などの有機質肥料

は，茶の品質にとって欠かせぬ肥料といわれてきた。

そこで，菜種かすと緩効性肥料を用いて収量，品質に

与える影響について比較してみた。

その結果，緩効性肥料を用いた場合が収量は多く，

2， 3番茶で10""""20%の増収となり，また，味に関係の

第 1表肥料の種類と収量，品質

(2頁より続く〉

ち密な重植土，未風化の頁岩を含み，僅かに湿ってい

る。

前 2者の場合と同様，一般理学的性質については，畑

別に大きな相違はみられなかったが，この土は全体的に

粘土含量が50%以上で，重植土である。

茶園の場合は少し粘土の 第 5表 P H (H20)の分

流脱，集積の傾向がうかが 布(静岡県内茶園8482点の平均〉

われた。

一般化学的性質のうち，

畑別に比較的な差異が認め

られたのは，前 2者の場合

と同様に，酸度は茶園>未

P Hの範囲

3.9以下
4.0-4.9 
5.0-5.5 
5.6-5.9 
6.0-6.9 
7.0以上

割合

35.5% 
39.8 
11.5 
3.9 
6.5 
2.8 

耕地>普通畑の)1原に高く，置換性塩基含量は，との順で

鹿児島県農業試験場

烏 山 光 昭

深いとされる新芽中の遊離アミノ酸含有量も，熟度に関

係なく多く，菜種かすとかわらぬ品質を示した。(第1

表，第1図〉

第 1図 各熟度における肥料の種類と

遊離アミノ酸含有量

mg% 

。 20 40 80 %/出開j支

施肥の効率化

今日，菜園における一般的な施肥体系としては，年間

施肥量の 50""""60kg/10aを， 4"""" 5回に分施する方式が

とられている。しかし，肥効の持続性の関係で農家によ

っては，かなり分施回数を増すことで肥料切れの状態を

なくし，良質茶の生産に努めている。

少ない傾向であることであった。

おわりに

以上，土壌別に，未耕地，普通畑の土壌と茶園土壌の

一般理化学的性質を比較し，茶園土壌の特徴を検討し

た。一般理学的性質については，他土壌と大差はなかっ

た。一般化学的性質については，他土壌に比し茶園土壌

はかなり異っていた。すなわち，茶園土壌の最も大きな

特徴は土壌酸性化の進行で3 これに伴う他成分含量の変

化である。この傾向は，現在のような‘多肥を中心とした

栽培管理が続く限り，一層顕著になると考えられる。今

後，適切な土壌管理が実施されないと，茶の生産に大き

な影響を与えることが懸念きれる。
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で，夏肥は施用する必要がなくなるのか。茶樹の養分吸

収についてみると(第 3表)，年間の窒素吸収量は40r-J

50kgで，時期的には，秋肥かち l番茶の萌芽期までに40

%程度吸収し，それから秋肥の施用期までに60%を吸収

している。このため茶樹にとって夏季における窒素の供

給は欠かすことができないといえる。

第3表 三要素の季節別吸収割合(農林省茶試〉

そこで，肥効の持続性がある緩効性肥料を用い3 収

量，品質にマイナス効果を与えず，どこまで施肥回数を

減らし，ひいては肥料の効率的利用が可能であるのか，

定植時と成木園に分けて試験した。

定植時の処理としては，植付け 1ヶ月程度前に施肥み

ぞを掘り ，t.こい肥，または緑肥や鶏ふん等を施用したの

ち植付けて，その後，20kg/l0 aの窒素肥料を 4回程度

に分けて施している。しかし，施肥時期が春から夏にか

けての作業であるため，摘採や他の管理作業と重なり 3

労力不足となりがちで全量元肥が望まれる。

そこで，濃度障害の危険性が少ない緩効性肥料を全量

元肥として施肥した結果，追肥を省略しても，苗木の秋

植え，春植えを問わず，分施した場合と変わらぬ生育を そこで，秋，春季に肥沃度を高めた状態で夏肥の効果

示した。 についてみると， 2番茶の収量は夏肥を施用した場合と

なお 1年生の茶樹は，年間の窒素吸収量が 5kg/l0 a 変わらない。しかし，新芽の全窒素含有量には夏肥の効

程度でもあり，定植前においては，緩効性肥料を全量元 果があらわれ 3番茶に至っては，収量にも明らかな差

肥として施肥することで，追肥は省略できると思われ が認められた。(第4表〉

る。 第4表夏肥と収量，全窒素の関係

次に成木闘において，定植前と同様に全量元肥方式を

検討した結果，秋季に全量元肥の場合は 1番茶は良い

が 2，3番茶の収量が落ち，春季の場合は 2，3番茶

は良いが， 1番茶が悪く，成木園では養分吸収量も多い

ので，年 1回施肥による省力化は望めない。しかし，こ 以上のようなことから，茶樹の肥培管理にとって重要

れまでの試験結果によると秋，春季の 2回に分けて施肥 なことは，秋季において養分の樹体蓄積量を増して樹勢

した場合には，年4回の分施と収量，品質はかわらない をつけ，翌年の摘採にともなう樹勢の衰弱を軽減させ，

とされている。 追肥によって回復させることである。

しかし，夏肥を省略することは，夏茶に対する影響が 緩効性肥料の利用について

懸念されるので，養分吸収特性，肥効の持続性を加味し 緩効性肥料の利用は，土壌中の窒素肥沃度の維持効果

再考する必要がある。 が高く，養分を十分に秋芽や根に蓄積させることがで

第2表 秋肥春肥の利用率(%) (農林省・茶試) き，また春肥としても肥効が長く，速効性肥料に比較し

て， 1番茶のみでなく， 2， 3番茶に与える効果は大き

くなり，夏肥の軽減につながると考えられる。

これによって夏肥は省略できるとされるが，夏季は養

分吸収や樹勢の衰弱もはげしいので， 3番茶まで摘採す

N15を使って秋肥，春肥の利用率についてみると(第 る場合には，2番茶後に速効性肥料を施肥し，樹勢の回

2表)，秋，春肥は 1番茶だけでなく 2， 3番茶にも寄 復をはかるのが望ましい。

与し 3 吸収された窒素は成葉や根等の樹体に蓄積され 夏肥は追肥の性格上，速効性の窒素が用いられてきた

て，夏茶の芽が伸びる際に利用される。 が，夏季は溶脱がはげしく，肥効の持続性の点で効率的

このため，秋，春季の土壌中の窒素肥沃度を高めて樹 でない面もある。そこで，緩効性肥料(速効性の部分を

体蓄積量を増すことは，夏茶にとっても大切なこととい 持つものが望ましい〉を使うことによって，高温・多湿

える。 下で肥沃度を維持させることも有効である。

それでは秋，春季の土壌中の窒素肥沃度を高めること
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果菜類の保鮮流通 に つ い て

高温期出荷の鮮度保持をどうするか

野菜の予冷低温流通が本格化して 7年を経過しよう

としているが，野菜の低温輸送を行なっている地帯は遠

隔地に多い。

品目別では茎葉菜を主体とする産地で，予冷・低温輸

送による鮮度保持対策が盛んである。スィートコーン，

サヤエンドウ，サヤインゲンなどの果菜やサヤ豆類など

を除いたトマト，キュウリ，ピーマンなどの果菜類は，

予冷低温輸送による鮮度保持が実用化しているのは，き

わめて少ない。高温期出荷のトマト，キュウリの鮮度保

持を，いかにすすめるべきかが今後の課題となろう。

うまいトマトの出荷

3年ほど前，東京からの帰-りの列車内で読んだ新聞

に，昔の味覚を持っている人聞にとって，最近の野菜は

無味乾燥まったく味気がない。水分が少くパサパサして

いるのは，ーがいに化学肥料のせいばかりでなく，未熟

のまま収穫する青いトマト(果頂部がわずかに着色〉

を，流通過程の箱の中で熟れさせるから，外見がよくて

も，中身がスカスカなのだという記事がのっていたこと

があった。消費者がうまい野菜を要求していることを意

味するものである。

このことは第 1表でもわかるように，樹上で完全に着

色したトマトの品質は，輸送中に追熟で着色したトマト

よりビタミ γCや全糖，グエン酸含量などが勝れ，栄養

価が高くうまいことを示し，消費者が完熟トマトを要求

するのも無理からぬことと思う。

康手
小

場
長一

間
部
野

融

通

!

齢

流

高

県
鮮

野長
保

が高いと，ピタミンC含量も多くなることから考えれ

ば，栽培法の改善にあわせて樹上完熟トマトを出荷する

ことが，産地維持につながる。完熟トマトの出荷には，

共選機にかかる熟度で，予冷低温流通をすることが前提

となろう。

樹上での着色程度をかえて，予冷・保冷輸送したとき

の効果は3 第2表のとおりで， 50%着色果を， 50Cで差

圧通風式冷却装置で予冷すれば3 着色の進行や粉質，軟

化がなく，競売時の糖度も高く，うまいトマトを出荷す

第2表 トマトの予冷・保温輸送と鮮度保持効果
(回.長野県園試〉

収穫時 調査 着色%

減量% 
E員 糖 l口'" 

菊 色食味 時期i5 110120 1 30 1 40 1 50 160 170 1 80 度 度 1昆

tP，W 761 5 19 3.4 4.9 5.6 7.8 

50% 食べられる 到務 62110128 0.6 13.7 

競売 24114 33129 0.0 4.8 4.4 18.7 

出庫 70130 0.7 6.1 4.9 8.2 
どうにか

30% 到着 65135 0.3 13.8 
食べられる

競売 25155 20 0.5 5.1 4.2 19.3 

出庫 78122 0.0 6.9 3.1 8.6 

5% 
食べられな

到着 391561 5 0.2 15.7 
L、

競売 17139 -144 0.7 6.0 3.7 20.4 

注 硬Rζ 糖度(屈祈計示度〉の出庫時は入庫前の数値

夜暖は頂部着色部3カ所10果平均

d11温は，中心温で，入庫前品温50%区は22.80C.30%区は22.40C，

5%区は 21.20C.減量は，入庫前 1箱の実重との差，到着後， 競売
までは， 240Cの常温下に静置

第 1表 聞場完全着色トマトと追熟完全着色トマトの品質分析比較(愛知県総試)

トマトの種類

樹上完全着色トマト

追熟完全着色トマト

栄養価が高くうまいトマトはビタミンCの含量が多

く，糖度の高いことが要求される。ピタミシCは光線の

透過量のちがいなどにもよるが，日射量が多くなる時期

に多い。技術の進歩によって作型が分化したが，出荷期

や単価のみにとらわれて無理な作型が導入されている場

合もある。適期栽培の完熟トマトほどうまいものはな

し、。

糖度は，収穫時期や熟度によって大巾にちがう。糖度

ることができる。

施肥条件と予冷効果

準高冷地の株冷イチゴは，

2月に苗を掘りあげo，..._，20C 

ビタミンC

含量

20.6% 

19.6 
に冷蔵したものを， 7月，..._， 8

月上旬に定植すれば， 9月，..._，10月上旬まで収穫できる作

型が開発されている。

この作型には予冷・低温輸送が伴なわなければ，市場

流通は困難である。予冷・低温流通でも，予冷・保冷し

やすく，日持ちのよいものの生産が基本条件となる。

野菜の生育と肥大に，最も関係が深いチッソ施肥を変

えたときの品質と予冷効果や，日持を調査したのが第3

表である。
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第 3表 株冷イチゴのN施肥量と予冷効果 (48.長野県国試〉

チッソ施肥量が多くなるにしたがって収穫時の呼吸量 響を受けやすく，品質低下を助長する要因となるので，

が多く，多チッソ区は標準の1.5kg/ aより約 17%多い 収穫や調製，選別，箱詰は丁寧に行うのが，予冷低温輸

13.8.//均・ hで，収穫の予冷・低温輸送の重要 第 4表キュウリのイボの残存程度と 1本当たりの時期別
減量と呼吸量調査 (48.長野県園試)

減 量

CQ2， C2H4は200C24時 金減量は出庫後41時間目までの目減りと腐敗量

なことがわかる。
項目

予冷後 2日目のビタミンCの含量は，施肥量

が多いほど多い傾向にあるが，しかし収穫時に出聖

対する減少割合はチッソ少肥区の44%程度に対

し，標準や多肥区は60%以上の減少で，その割

合が甚しく，低温でも品質低下がおきやすいこ

とを示している。

イチゴの外観的な品質低下は，重圧によるおし傷，腐

敗などのほかに，専(ガク〉片の萎凋，変色がある。腐

敗の多くは，おし傷が原因するものと，ボトリチス菌に

よるものである。

目減りと腐敗を含めた全減量割合は，多チッソ区で多

く，チッソ過多で収後の鮮度低下は甚しく，日持ちは劣

るものと思われる。

したがってチッソはやり過ぎがないようにするととも

に，チッソ不足による生育不良で、も，収穫後の日持性は

劣るため，健全なる生育ができるような施肥が，予冷低

温輸送の基本となる。

収穫後の取扱いと鮮度保持効果

予冷・低温輸送性の高い野菜を生産しても，収穫後の

取扱の良し悪しによって，鮮度保持効果の異なることが

報ぜ、られている。

また，スィートコンを収穫後常温に放置したものと，

ただちに予冷したものとでは，常温の糖度が明らかに低

く，半日で1.8， 3日で 4.4低い 9.0になり，明らかに

食味の低下が認められる。この時3 箱内は呼吸熱で最高

41. 7
0 
Cにまでなり， むれ症状がみられ， 外観的にも鮮

度低下が認められた。

またキュウリのイボの残存量と，鮮度保持の関係を調

査したのが第4表である。

イボを全部とってしまった 0%区の減量は甚しく， 4 

日目で25%も目減りし萎凋が甚しい。 6日目に，萎凋の

回復をはかるために水揚げ、を行なったが，収穫直後の57

%にしかならなかった。

したがって，野菜の表面組織が破壊されると，組織中

の水分が直接大気中に蒸散するので，風速や外気温の影

方、ク

保鮮度

65.4 

64.8 

64.4 
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5月25日収機 270C放置

送効果を高める手法といえる。

予冷目標温度

予冷中の障害は，低温障害(ピッテング〉と凍害であ

る。凍害は凍結点以下の低温で，氷結晶ができる障害

で，野菜はおよそ-0.5r-J -30Cの範囲である。低温障

害は，氷結点以上であっても，ある温度限界以下の場合

に発生する，生理機能のバランスの失調にもとづく障害

であり，果菜類に出やすい。トマト，キュウリは7.20 C 

が限界で， トマトは緑色部にでやすい。したがって果菜

類の予冷目標温度は 7
0

C前後とみればよい。

低温障害は，低温条件下におかれた日数や，出庫後の

温度差が大きいと出やすい。冷却目標温度とともに3 冷

却後の保冷温度にも十分注意して予冷保冷すべきであ

る。

果菜類で大型機械共選をふまえた予冷はキュウリで，

長野県の木島平農協が実用化し，成果をあげている。

ことしも豊作? 8月15日現在水稲作況

農林省の報告によると， 8月15日現在の今年産

水稲の作柄概況は全国の作況指数 104(平年作=

100) ， 10 a当たり収量は4559で「やや良」であ

る。 8月中，下旬の長雨，低温が懸念されている

が，今後天候が回復すれば平年作を上回る豊作は

確実とみられている。

作況指数を地域別にみると，北海道，東北は

102，北陸，中国が103，関東・東山，四国，九州

は104，東海は105，近畿は106， 台風の被害があ

った沖縄の99を除けば。いずれも「やや良」また

は「良」となっている。
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芝，法(のり〉面緑化と

コーティング肥料の効果

0芝に適したコーティンゲ肥料

我社では作物が栄養分要求度に合せて栄養分が溶出す

る肥料を研究開発中であったが，肥料粒を特殊製法によ

り樹脂で被覆しこの目的を達成することに成功した。こ

れがコーティング肥料で，現在コーティング肥料は施設

やさい，花升，芝，樹木等に試販され好評を得ている

が，今回は特に芝について概略を記してみたい。

芝の生育は温度の上昇と共に盛んになり，秋から冬に

かけて温度が低下してくると，やがて停止する。第1図

は月別に，コーライ芝のチッソ吸収量推移を調べたもの

第 1図 コーライ芝のチッソ吸収推移
(西日本グリーン研究所〉

Nkg/10a 

3.0 

2.0 

1.0 

4月 5 6 7 8 9 10 11 

チッソ旭肥料株式会社 技術部

第2図 温度による溶出率への影響 (N成分〉

〈チッン旭肥料・富士肥料研究所)
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80 

i容 70

60 
出 50.

しかも溶出に影響する要因が水分， pHに関係なく，

温度だけであるので，溶出タイプを適当に選べばいつ施

肥しても良く， 1回に多量施肥しても濃度障害がないの

で，年 1'-""2回の施肥ですみ 3 施肥の省力化と維持管理

が楽になる。

第 3図はハイコントロールの，溶出タイプ別のチッソ

溶出カーブモデ、ルで、ある。例えば 360タイプであれば年

1団施肥で良く， 100タイプであれば 3'-""4月に 1回，

7，-...， 8月に 1回で充分であろう。

第4図はイタリアンライグラスの収量におよぼす，コ

ーティング肥料の効果を示したもので，これによるとハ

イコントロールは，化成肥料に比べ芝刈り後の再生力に

すぐれているので，数回の刈り取りにも耐え，とくに多

であるが，この図から明らかなこと

は，吸収のピークが 5'-""7月にある

ことである。 6月の吸収量が低下し

ているのは，雨のためにN分が流亡

して吸収量が低くなったものと考え N 

られる。 i容
出

我社で開発したコーティング肥料(%)

〈ハイコントロール〉の養分の溶出

は，温度の上昇とともに多くなり，

温度が低下すると溶出量が少くなる

ので，芝の生育ステージにピッタリ

合致しでいると云える。(第2図〉

100 

第3図 ハイコントロールのN溶出累積力一ブ(モデル土壌温度お。C)

360 
タイプ

100日 140 180 

日

60 

数
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第4図 イタリアンライゲラス生草重に及ぼす

ハイコントロールの効果
(49.12.17~50.11. 25.広島大学草地学研究室)

g/pot 

1，ωo 

900 

医函 l 番刈

C::J 2 

Eヨ 3

~4 
仁コ 5

_6.7  R' 

施肥法=全層

多施肥区

800 

700 

600 

400 

少施肥区

300 

200 

100 

ハイコント ハイコント

' 化成肥料 ローJレ " " 化成肥料
100 180 360 100 180 360 

量施肥した場合の効果が優れている。

ハイコントロールは各種庭園，公園の芝，高速道路中

央分離帯， IC (Inter Change)の芝に使用されている。

ここに道路公団の管理局・中央分離帯管理基準を示す。

なおゴルフ場の芝でフェアウェー，ラフにも適している

が，価格の点を考慮すると，化成肥料と併用すれば望ま

しいと考えられる。

道路公団管理局の中央分離帯管理基準

(東京第 1管理局)
ハイコントロール360タイプ 30kg

油粕 50 kg/1，000 m'当り

ハイコントロール100又は360タイプ 50kg

(東京第2管理局)I化 成 15kg 

1由粕 25kg 

(福岡管理局)
ハイコントロール180

化 成

.27kg 
3 kg 

と 科 学(毎月 1日発行)昭和52年9月1日第 250号

になり難いか，ごく早目に貰化してしまう。これは，法

面そのものの傾斜が急なため，肥料分がすぐ流亡してし

まうか，土そのものが切り土であり，硝化菌が殆んど居

ないので，肥料の効き方がわるいためである。この欠点

を補足できるのが，コーティング肥料〈ハイコントロ{

ノレ〉である。

既存の法面で，何回も施肥作業することはなかなか困

難であるが，コーティング肥料では， 360タイプなどを

年 1回上部から散布するだけで良い。粒径が均一で小粒

がなく，風速が強い場合でも，化成肥料のように粉が飛

ぶ心配もなく，きわめて作業効率が良い。

新たに工事の必要な法面には，一層肥料の必要性が大

きし肥料分は芝等の種子が発芽後徐々に長期間効いて

いる必要があるので，これもコーティング肥料に向いて

し、る。

急傾斜地や岩石などが多い荒地の緑化工法として，日

特建設のファイパーソイル工法がある。これは芝草が生

育し易い条件を，種子吹付けと同時に作ることを特徴と

している工法であるが，この工法の肥料にハイコントロ

{ノレ 360タイプが採用されている。

また高速道路のトンネノレ出入口附近の法面は3 とくに

頑強に施工する必要があり，った類(アイピー〉を植え

付けている例が多い。中央高速道路笹子トンネル附近法

面の施工基準に，ハイコントロール 360タイプが採用さ

れているので以下に示しておく。

中央高速道路笹子トンネル附近法面の施工基準

ハイコントロール3603kg/m' 
肥沃土70%+パーク堆肥30%
回型肥料1個

。

コーティング肥料を年 1，......， 2団施用するだけで，青々

とした公園や中央分離帯の芝草を保持し，さらに雨でく

0法(のり〉面緑化とコーティンゲ肥料 ずれない法面を維持することができて，自動車の安全走

法面緑化には各種施工法があるが，肥料と種子および 行が確保されるならば，我々にとって願つでもない幸で

各種資材を混合して吹き付けると云うことは，基本的に ある。

変っていない。但し在来の工法で，速効性肥料やアンモ

ユア系の肥料を施用していたのでは，芝草やつる草が緑


